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森林生態学の発展に貢献
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南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
(
会
長
・
協
中
孝
田
辺
市
長
)

は
、
第
八
回
南
方
熊
楠
賞
に
元
京
都
府
立
大
学
長
で
、
わ
が

国
の
森
林
生
態
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
四
手
井
綱
英

(
し
で
い
・
つ
な
ひ
で
)
さ
ん
を
選
び
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ

ー
、
副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

四
手
井
さ
ん
は
昭
和
十
二
年
、

京
都
大
学
を
卒
業
し
て
秋
田
営
林

局
職
員
に
採
用
。
従
軍
を
経
て
戦

後
、
森
林
雪
害
の
研
究
に
従
事
し

ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
、
母
校

京
都
大
学
の
教
授
に
迎
え
ら
れ
、

同
大
学
で
国
内
初
の
森
林
生
態
学

研
究
室
を
主
宰
。
東
大
、
北
大
、

大
阪
市
大
と
共
同
で
森
林
の
一
次

生
産
(
有
機
物
生
産
)
力
の
研
究

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
研
究

は
昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
九
年
ま

で
行
わ
れ
た
国
際
生
物
学
事
業
計

画
「
生
物
生
産
力
と
人
類
の
福
祉
」

に
引
き
継
が
れ
、
四
手
井
さ
ん
が

率
い
る
日
本
の
研
究
チ

l
ム
は
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
成
果
を
収
め
ま

し
た
。ま

た
同
氏
は
、
積
雪
と
森
林
植

生
分
布
の
関
係
、
苗
畑
や
人
工
林

四手井綱英氏

(しでい目つなひで)

朋治44年 (1911)京都生まれ。

86歳。昭和29年京都大学農学

部教授に就任。 50年に退官し、

51年日本モンキーセンタ一所

長、 55年京都府立大学学長に就

いた。 61年に同大学学長を退官

した。「日本の森林J(中央公論

社)、「森の生態学J(講談社)な

ど著書多数。

万
呂
天
王
池
の
今
・
昔

普
段
着
の
南
方
熊
楠
⑦

神
島
を
探
る
⑦
・
最
終
回

後

藤

伸

氏

南
方
熊
楠
賞
受
賞
者
に
推
薦
さ
れ

た
と
う
か
が
っ
た
時
に
は
大
変
驚

き
ま
し
た
。
私
は
中
学
に
入
学
し

の
栽
植
密
度
が
林
木
の
成
長
に
及

ぼ
す
影
響
、
森
林
群
落
の
現
存
量

と
樹
高
の
関
係
、
里
山
林
の
起
源

な
ど
創
意
に
富
ん
だ
研
究
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

ま
た
自
然
保
護
、
自
然
環
境
保

全
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
各
種

委
員
を
歴
任
し
、
屋
久
島
や
白
神

山
地
、
ま
た
身
近
な
鎮
守
の
森
ま

で
、
多
く
の
自
然
保
護
地
域
や
天

然
記
念
物
の
指
定
・
保
護
に
貢
献

し
ま
し
た
。

長
く
日
本
の
農
山
村
の
生
活
を

支
え
て
き
た
低
山
地
の
自
然
を

「里
山
」
と
呼
び
、
活
発
な
執
筆

活
動
を
通
じ
て
そ
の
存
在
意
義
と

保
全
の
必
要
性
を
強
調
。
今
日
の

「
里
山
」
ブ

l
ム
の
端
緒
を
開
い

た
業
績
は
、
身
近
な
自
然
の
保
護

を
提
唱
し
た
南
方
熊
楠
翁
の
活
動

を
継
承
す
る
も
の
で
す
。

畿
i賜;

熊
楠
ゆ
か
り
の
地
¢

中
瀬
喜
陽
氏

熊
楠
ス
ケ
ル
ト
ン

て
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
の
博
物
の
先

生
に
連
れ
ら
れ
て
、
京
都
の
近
く

の
山
を
登
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
先
生
か
ら
色
々
自
然
の
こ
と
を

学
び
、
山
行
き
の
楽
し
さ
に
と
り

つ
か
れ
ま
し
た
。
京
都
大
学
で
は

森
林
の
研
究
に
専
念
し
、
定
年
後

は
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
自
然
環
境
保

全
に
関
係
し
て
日
本
各
地
を
巡
り

ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
に
十
分
な

資
格
を
持
っ
て
い
る
と
は
全
く
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
り
が
た
い

こ
と
と
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。南

方
熊
楠
賞
平
成
二
年
十
月
、

南
方
熊
楠
翁
(
一
八
六
七
|
一
九
四

一
年
)
の
没
後
五
十
周
年
記
念
式
典

開
催
を
契
機
に
、
翁
の
偉
業
を
た
た

え
て
制
定
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、
翁

の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
博
物
学
的
分

野
、
民
俗
学
的
分
野
で
業
績
が
あ
っ

た
研
究
者
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

翁
そ
の
も
の
の
研
究
に
顕
著
な
業
績

が
あ
っ
た
研
究
者
に
特
別
賞
を
授
与
。

表
彰
は
年

一
研
究
と
し
、
人
文
部
門

と
自
然
科
学
部
門
か
ら
交
互
に
選
考

し
て
い
ま
す
。


